

















































































































































































































　かつて、Saxenian, A. [1994], Regional Advantage , Harvard University Press.でシ
リコンバレーとルート128の起業形態や企業連携・地域文化の差異を論じて注目を浴びた
わけだが、日本においても2009年に『現代の二都物語』として日経BPから訳本が出版さ
れるほど注目を集めるに至っている。
147明石芳彦著『進化するアメリカ産業と地域の盛衰』
　前述のように、本書ではルート128の分析は対象ではないのだが、シリコンバレーとの
対比で「その後の二都物語」としてその盛衰について今後その検証を期待したい。
　余談ではあるが、本書のタイトル『進化するアメリカ産業と地域の盛衰』について論じ
たい。この本のタイトルを文脈として読むと、二通りの解釈ができよう。すなわち、A. 
進化するアメリカ産業and地域の盛衰、そしてB. 進化する（進化過程での）、アメリカ産業
と地域の盛衰である。どこで文脈を区切るかというたわいもないことであるが、最後にそ
の点について記したい。
　通常はAの解釈が正解であろうが、Bであるとやや違った観点から本書を眺められる。
　すなわち、産業発展の段階に合わせた地域（都市）の進化過程、あるいは地域（都市）発展
の段階に合わせた産業の進化過程について、成長・成熟・衰退といった段階をライフサイ
クルとしてとらえて本書を読むとよりアメリカについて深く理解できる。本書はA、Bい
ずれの解釈に沿って読んでもその理解に迫れる力作である。
（御茶の水書房、2019年3月29日）
